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水田や休耕回等を利用した効果的な魚類の増殖技術の確立(平成26年度)

ー水田魚道の遡上状況調査一

石川孝典・綱川孝俊・阿久津啓1.柳津祥子2.安田航2.佐々木慣_3

目的

水田は多くの魚類の繁殖や成育の場として重要であ

る。その機能を維持するために，近年の園場整備等で

は水田に魚類が遡上できるように水田魚道を設置する

例が多い。一方で，水田魚道を設置した営農者の多く

がその利用方法を十分に理解していない状況が県農地

整備課のアンケート調査で明らかになっている。そこ

で，水田魚道の効果的な活用方法を提示するため，県

内に設置された水田魚道のうち，その機能が十分に発

揮されている 2地点を対象として，水田魚道に遡上す

る魚類について調査を行った。

I琵琶池地区

材料および方法

調査対象 琵琶池地区(大田原市藤沢， 36
0 
46' 

18.9" N 140
0 
09' 09.8" E)で、排水路と水田を接続

するために設置された水田魚道 1基を調査対象とした

(図 1)。当該水田魚道は千鳥 X型魚道で，全長 9.7m，

勾配 12.4%，内側幅約 30cmのコルゲート角形 U字溝

に堰板を約 30cmの間隔で取り付けたものである。

調査方法 調査時期は，田植えが終わり水田魚道へ

通水が始まった 5月 12日から中干しを開始した 7月 2

日までとした。魚類の採捕は小型の袋網うけ(ソデ付

き口径 27cm網うけ)を水田魚道と水回をつなぐコル

ゲート管の水口に設置 して行った。袋網うけは lから 5

日おきに引き上げ，魚道を遡上した魚類を採捕した。

また， 7月 2日の中干し開始時に遡上調査と逆向きに袋

網うけを設置し，翌 3 日まで魚道を降下した魚類を採

捕した。 さらに，水田の水尻部と排水路内に水温デー

タロガーを設置し， 一時間おきに水温を測定した。降

水量は，気象庁のアメダス大田原観測所の値を用いた。

結果および考察

調査期間中に遡上が確認された魚類は 6種 393尾で，

ドジョウ，ヨシノボリ属，タモロコおよびヒガシシマ

ドジョウはほぼ成魚であった(表 1)。一方，中干し時

に降下した魚類は 7種 2，746尾で，その 96.5%がタモロ

コの当歳魚であった(表 2)。調査期間中の水田の水温

( 11.2 0C~38 . 5 0C ) は， 排水路よりも平均で 4.70C高か

った。遡上尾数の多かったドジョウに着目すると，降

雨の直後に遡上尾数が増える傾向が認められた(図 2)。

既報と同様に降雨が一部の魚類の遡上を促す大きな要

因であると考えられた。 1，2) そのため降雨が予想され

る時は魚類が遡上できるように，前もって魚道に通水

するなど適切に魚道を管理することが重要であると考

えられる。

また，中干し時にタモロコ当歳魚が数多く採捕され

たことから，水田内へ遡上したタモロコ親魚が繁殖に

成功したものと考えられる。水回内は浅い止水域のた

め水温が上昇しやすく，プランクトンが大量発生する

ことで良好な餌料環境が生じ，かっ乾燥時期があるた

め捕食者が少ないという特徴を持つことから，イ子 ・稚

魚が速やかに成長できる重要な育成場所である。3)本

調査でも水田内の調査期間中の平均水温は排水路より

約 4.7
0Cも高く ，タモロコ仔 ・稚魚の成長を促したもの

と考えられた。

図 1 琵琶池地区に設置された水団魚道

表1上りウケで採捕された魚類

魚種 採捕尾数

ドジョウ 263 

ヨシノボリ属 83 

タモロコ 28 

ギンブナ 9 

オオクチパス 6 

ヒガシシマドジョウ 4 

1那須農業振興事務所 2農政部農地整備課 3栃木県立馬頭高等学校
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表2下りウケで採補された魚類

一 採捕尾数
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ギンブナ

ナマズ

ヨシノボリ属

オオクチパス

ドジョウの遡上尾数と日間降水量図 2

材料および方法

久那瀬地区(那珂川町久那瀬，36
0 
44' 

140
0 

09' 13.0" E)で武茂川と水田(ビオ

トープを含む)を接続するために設置された水田魚道 1

基を調査対象と した(図 4)。久那瀬地区の那珂川支流

武茂川は平成 23年に河川整備が行われ，武茂}11から水

田およびビオトープに魚類等が遡上できるように当該

水田魚道が設置された。当該水田魚道は千鳥 X型;魚道

で，全長約 17m，勾配 17.6%，内側幅約 30cmのコルゲ

ート角形 U字潜に堰板を約 30cmの間隔で取り付けた

結果および考察

調査期間中に遡上が確認された魚類は 12種 605尾で

あった(表 3)。最も多かった魚種はタモロコ 245尾で，

ドジョウ，カワムツ，ヤマメ，

E久那瀬地区

調査対象

ヒガシシ

マドジョウという順となった。タモロコの採捕個体は，

多くの個体が排卵および排精しており，繁殖を目的と

した遡上であると考えられる。遡上尾数と外部環境と

の関係では，降雨があり武茂川の水位が上昇すると遡

上尾数が増加する傾向が見られた(図 4)。タモロコ，

アユおよびヒガシシマドジョウは 5月上旬の遡上尾数

続いてアユ，
0l.2" N 

が多く ， ドジョウ，カワムツおよびモツゴは 6月上旬

から遡上尾数が増加した。 7月中旬にはどの種も遡上は

(図 5)。これらの結果から，魚道の有効

ものである。

調査方法 調査期間は，水田およびビオトープに通

水がす台まった後の 4月 19日から 7月 18日までの 3カ
少なくなった

利用には生息魚種ごとの遡上時期を把握し，

に;魚道に多く通水できるように工夫することが重要で

あると考えられる。

その時期

ど:
久那瀬地区に設置された水田魚道

月間，箱形うけ(約 50cmX 50cm X 50cm，開口部 10cm)

を水田魚道の水口部に設置し， うけ上げによる遡上魚

の確認は 2日に 1回以上とし， 計 65回行った。採捕魚

は FA100(オイゲノール)による麻酔後に種の同定や

体長等の測定を行い，測定後は麻酔から覚醒した後に

地区内のピオトープに放流した。また，採捕されたタ

モロコのみ，腹部を圧迫することで排卵および排精の

有無を確認した。

ビオトーフ。取水普1Iと魚道水口部に水温データロガー

を設置し，一時間おきに水温を測定した。降水量は気

象庁アメダスの大田原観測所の値を，武茂川|水位は国

土交通省川の防災情報の武茂川古館橋下観測所の値を

図 3
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用いた。
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表3魚道ウケで採集された魚類

全長 (mm) 体長 (mm)

平均最大最小 平均最大最小

65.3 106.2 38.1 52.2 82.4 29.0 
80.8 145.4 55.9 67.9 125.0 42.8 
88.4 178.6 38.0 74.2 153.9 31.5 

97.9 98.0 97.8 78.3 79.4 77.2 
61.3 87.5 43.1 50.2 76.0 32.1 
56.0 81.7 33.0 44.8 68.2 24.3 
58.2 99.4 39.0 44.3 79.2 22.2 

67.6 90.0 47.3 54.0 73.0 39.5 
40.7 79.7 28.5 36.0 67.4 23.8 

尾数

245 
142 
96 
31 

28 
23 
17 
12 

7 

2 

タモロコ
アユ
ドジョウ
カワムツ

ヒガシシマドジョウ
ヨシノボリ属

モツゴ
オイカワ

ウグイ

ナマズ
ギンブナ
ヤマメ

93.8 
6.3 

93.8 

6.3 

93.8 

6.3 

150.8 

72.2 

150.8 
72.2 

150.8 
72.2 

199.2 
88.0 

199.2 
88.0 

199.2 
88.0 

a 1 
11 1 

内 11 _ 1 、1¥./....，-_/，/ 

、ト'--.J

降水量(mm/時)

叶 | βハ

o J八一J卜'---_''''__'ー_JへーI，-J一 j、VLfJ¥(J
水温(OC)

1∞ 

50 

30.0 

15，0 

200 

lS.0 

武茂川水位(m)

ド~

100 

。‘。
。20

国

h
Z
R
h
a

E
凶
同
町
h
O

B
E
R
h呂

田
伺
闘
町
a
h
Q

図
。
。
町
h
Q

国
R

。RR
。

国

E
R
B

g
2
v
R
h

。

国
側
。
町

no

ma相
内
町
咽
。

B
R内
町
唱
。

田
川
町
内
町
@
。

回
向
向
町
@
。

E
H
同
町
唱
。

図
。
関
町
ゅ
。

図
作

m
R
.

。

E
m
m
-
R・。

医
向
田
町
@
@

E
-
Z
R

，。

也
君
町
宮

E
R。
R
・。

田
宮
町
宮

図
柄
。

R
・。

包

2
u
R
.

。

図
。
的
F

『納。

田
副
陶
町
4
1

。

図
@
何
F

『納。

g
-可
内
町
刷
。

国
内
向
R
m。

g

。州R
m

。

鹿
嶋

-
R
前

o

m
-
-
R
柄。

回
-
エ
町
納
。

国

2
町

E

a
o
M
R
m
。

E
.。
間
柄
。

国
ゅ
。
町
史
M

国

Z
R
E

E
向
。
町
断
。

図
。
同
町

z

m君
町

Z

E
@
内
需
.
。

E
Z
R
Z
 

国
内
同
町
.
。

E
O
例
町

Z

側

同

m
m
釦

印

叫

初

O

図4遡上尾数，降水量， 水温および河川水位の関係

- 45一



タモロコ
120 

100 

80 

60 

40 

20 

0 

モツゴ
『

'
'
ζ
U

R
J
n崎

「

4
J
q
4
叶
ム

n
u

ドジョウ
に
J
n
u
R
d
n
u
R
J
n
u
R
4
n
u

、3

、
コ
フ
品
、
4

1
・
4
1
ム

語
幽
川
「
間
開

ヒガシシマドジョウ

8 

6 

4 

アユ

。

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
υ
n
u
 

pb

に
J

A

崎

司

d

吋

54

唱
ム

カワムツ

10 

8 

6 

4 

Z 

口

令ゆか令ゆゆゆか
./.c<V A -S:-V A~V A/.c<V A-S:-理~V h./.cV h.-S:-

""~中求手 <o~/ <o~ミ設や

(指導環境室)

-46-

主な魚類の遡上時期図 5
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水田や休耕田等を利用した効果的な魚類の増殖技

術の確立一水田魚道の遡上状況調査一 (p43-46)

県内の水田魚道の効果的な活用方法を提示する

ために， 2地区の水田魚道に遡上する魚類を調査

しました。琵琶池地区では， 6種(主にドジョウ，

ヨシノボリ類，タモロコおよびヒガシシマドジョ

ウ)， 393尾が遡上しました。中干し時に降下した

魚類は 7種 2，746尾で，その 96.5%がタモロコの当

歳魚でであったことから水田に遡上したタモロコ

が水田内で繁殖したと推測されました。またドジ

ョウは，降雨後に遡上する傾向がありました。一

方，久那瀬地区では， 12種(主にタモロコ，アユ，

ドジョウ)605尾が遡上しました。遡上尾数は，

降雨があり武茂川の水位が上昇すると増加する傾

向が見られました。
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